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会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

 当院では各種検査、外来診察、入院のご紹介を地域医療連携室で承っております。お気軽に地域医療

連携室までご連絡下さい。 

 各項目について簡単なご説明を記載しておりますので、ご参照下さい。 
 

 
 

 ＜ご紹介連絡先 ＜地域医療連携室＞ 
 

 直通ダイヤル : 06-6932-0369  対応時間: 平日  9:00～19:30 
 

    FAX      :  06-6932-0086                土曜日    9:00～17:00 
 

       ※ 対応時間外のお電話は医事課に転送されますので、入院や診察のご依頼はそのままご用件を 

            お伝え下さい。医事課で対応を致します。外来診察や検査のご予約は対応時間内のみと 

            なります。 
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 ご依頼方法  
 

 検査、外来診察、入院などのご依頼は、地域医療連携室へお電話でご依頼下さい。日程を調整させて

いただきます。 

 入院は病室の空き状況を確認後、ご案内させていただきます。 

 

【 検査のご紹介 】 

  対応可能な検査 

   CT、MRI、内視鏡検査をはじめ諸検査のご予約を承って 

   おります。 

   検査一覧を同封しておりますのでご参照下さい。 

 

  検査結果について 

    ▶CT、MRI検査・・・ 検査画像のCD-Rやフィルムは当日患者さんにお渡しします。 

                            読影所見は１～２日内にFAXし、原本は郵送致します。 

    ▶内 視 鏡 検査  ・・・  所見は当日FAXし、原本は患者さんにお渡し致します。 

    ▶その他の検査  ・・・  別紙、検査一覧をご参照下さい。 
  

   ※所見をお急ぎの場合やその他ご要望があれば、電話でお伝え下さい。 
 

【 診察のご紹介 】 

 対応可能な診療科 

  内科（総合内科、消化器内科、呼吸器腫瘍内科、循環器内科、内分泌糖尿病内科(非常勤)）、 

  外科、整形外科、皮膚科(非常勤)、脳神経外科(非常勤)の診察を承っております。 

 外来診療一覧表を同封しておりますので、ご参照下さい。 
 

  〇 専門外来・・・整形外科 膝・股関節専門外来、リウマチ科、内科 腎不全外来 

    

地域医療連携室スタッフ一同 
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地域医療連携部 直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 東大阪病院 

【 入院のご紹介 】 
 

１．一般病棟へのご入院紹介 

  ▶対応疾患 

   内科疾患、入院透析、整形外科疾患、外科疾患 

   （整形外科での変形性膝・股関節症等の手術は専門医が対応致します。） 

 

  ▶ご依頼方法 

   地域医療連携室へお電話にて患者名や症状、バイタルなどのご情報をお聞かせ下さい。 

   必要時は紹介状や検査データのFAXをお願い致します。 

 

  ▶入院のお受入れ 

   患者さんのご状態に合わせた来院手段とお時間を調整させていただきます。 

 

２．緩和ケア病棟へのご入院紹介 

  緩和ケア病棟への入院は、事前に入棟の為の緩和ケア面談をお申込み下さい。 

  面談後、「かかりつけカード」を患者さんへお渡しし、必要時はスムーズに入院していただける 

  ようにしております。 

 
  ①緩和ケア面談のお申込み方法 

   地域医療連携室にお電話で情報をお伝え下さい。 

   その後に「緩和ケア面談申込書」と診療情報 

   提供書のFAXをお願いします。 

 
  ②緩和ケア病棟の対象患者さん 

   がんの診断があり、予後３カ月以内の方が対象となります。 

   ご本人やご家族が治療しない事や緩和ケア病棟への紹介である事に 

   ご了承が得られていることも必要です。 

 
  ③ご依頼後の流れ 

   当院より面談の日程案内の電話をさせていただき、予約票をFAX致します。 

 
  ④面談日当日 

   面談はご家族だけでも結構です。面談時間は約１時間になります。 

   面談後、当院でのご入院を希望の場合は入棟申込書をご記入いただき、「かかりつけカード」を 

   発行致します。 

 
  ⑤入院案内 

   すぐに入院希望の方・・・病室の調整が付き次第、入院案内を致します。 

   必要時に入院を希望される方・・・入院を必要とされた際、当院へご連絡いただければ早急に 

   病室の調整をし、入院案内をさせていただきます。(緩和ケア病棟が満床の場合は一般病棟での 

   対応になる場合もございます。) 

【緩和ケア病棟への患者さんの 

 紹介方法について】ページへ 

 のQRコード 


